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平成 28年度コーディネート人材育成セミナー実施要領 

                              

1. セミナー名：コーディネート人材育成セミナー 

 

2. 開催日時：平成29年1月 30日（月） 15:00~17:15 

 

3. 場所： 

カレッジプラザ 大講義室  

〒010-0001 秋田市中通 2丁目1-51 明徳館ビル2階  TEL: 018-825-5455  

                  http://www.pref.akita.lg.jp/www/contents/1437533107761/index.html 

 

4. 主催：秋田産学官ネットワーク、秋田県 

 

5. 目的： 

産学官連携による技術移転を促進し、新たな価値や事業を創出する上で、コーディネート活動はますます

重要なものとなっている。 

そのため、本セミナーは産学官連携に関連する者を対象に、経営層への訴求力のある新事業企画の提案力

を身に着けることを目的とする。 

今回は、花巻市や岩手大学、JST(科学技術振興機構)でコーディネーター、マッチングプランナーに携わっ

てきた佐藤利雄氏と、岩手県や岩手県立大学、岩手大学で工業振興、地域科学技術振興に携わってきた小山

康文氏に講演いただく。これまでの長年にわたるコーディネート業務の経験と様々な事例について紹介して

いただき、今後の県内コーディネーターの活動の参考とする。 

 

6. 対象者 

   秋田県内の大学・公設試験研究機関等、産業支援機関、金融機関及び自治体等に所属している産学官連携

コーディネート業務関係者、並びに県内企業で商品企画・技術開発を担う者。 

 

7. 研修費： 研修に係る費用は無料 

 交流会の費用は参加者が負担 

 

8. 定員：50名程度 

 

9. セミナー内容 

  セミナーⅠ：「コーディネーターの取り組み 20年 ～考えの変化と自分なりの手法確立～」 

講師：国立研究開発法人 科学技術振興機構 

イノベーション拠点推進部 マッチングプランナー 佐藤利雄氏（略歴は後述） 

講演概要：本講演では、コーディネーター経験 20年あまりの話をする。 

特に、「組織と個人」という考え方をまとめ、組織内でのコーディネーター活動のありかたを

まとめた。この考えは、個人的な考えなのですべてのコーディネーターに当てはまるわけで

はないが、今後、コーディネーター活動を行う人に、何かしら伝えることができればと考え

ている。 

 

個人的な考え 

・誰でも出来る企業・起業化支援の 3か条 ・・・場の提供 

       ・デジアナ商品 ・・・競争力のある商品つくり 
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       ・企業経営資源シート ・・・円滑な事業運営のため 

      ・翻訳機能 ・・・産学連携の基本中の基本 

      ・事業化まで 5年 ・・・経営者の承諾  

      ・組織・地域活性化における１５歳理論・・・組織の活性化、継続の手法として 

      ・セミナー等開催企画力 ・・・新規事業の展開 

      ・兼業農家が思う、1次、2次、3次産業のスピード感の違い ・・・支援機関のありかた 

 

セミナーⅡ：「INSとRSP事業から始まった岩手県の産学官連携と最近の取組み」 

講師：公益財団法人 いわて産業振興センター (IIPC) 

    事業化プロモーター／よろず支援拠点コーディネーター  小山 康文氏 

講演概要：本講演では、岩手県の産学官連携の発端となった岩手大学工学部教員有志から始まった産学

官交流組織「岩手ネットワークシステム(INS)」と、その基盤を活用して実施された JST地域

研究開発促進拠点支援事業(RSP)のそれぞれの概要と意義を紹介した後、発表者のコーディネ

ート業務の事例と最近の岩手県における産学官連携の取組み等を紹介する。 

 

10. セミナー開催の日のスケジュール(案) 

日時：平成29年1月 30日(月) セミナー 15:00-17:15 

 交流会 17:30-19:30 

◎セミナーの内容： 

*15:00-15:05 開会の挨拶 

*15:05-16:05 セミナーⅠ  

 科学技術振興機構イノベーション拠点推進部マッチングプランナー 佐藤利雄氏 

*16:10-17:10 セミナーⅡ 

 公益財団法人いわて産業振興センター (IIPC) 事業化プロモーター 小山 康文氏 

*17:10-17:15 閉会の挨拶 

(注1) 日程は変更が生じる場合もある。 

(注 2) 活発な質疑や意見交換の時間を充分取るものとする。 

◎交流会 

*17:30-19:30 会場、会費未定 

 

11. 申込方法・申込締切 

別紙の申込書 (Excelファイル)にデータを入力の上、秋田産学官ネットワーク事務局宛にメール又は Fax

にて申込むものとする。 

   申込締切：平成28年1月20日(金) 

   申込先：メール    collabo-akita@mail2.pref.akita.jp 

               FAX      018-860-1225 

 

12. 問合せ先： 

   秋田産学官ネットワーク事務局  田村、有明、渡邊 

   電 話：018-889-3004 

      FAX  ：018-837-5356 

      メール：collabo-akita@mail2.pref.akita.jp 
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【講師略歴】 

〇佐藤 利雄（さとう としお） 氏 

・昭和31年1月 花巻市生まれ 

・昭和49年3月 岩手県立黒沢尻工業高等学校電気科卒業 

・昭和49年4月～昭和58年3月 ㈱富士電機総合研究所(横須賀市)勤務 

・昭和58年9月～平成8年 3月 ㈱アドテックシステムサイエンス花巻工場勤務 

・平成 8年3月 産能短大通信教育部(中小企業診断士コース)卒業 

・平成 8年4月～平成22年3月 花巻市技術振興協会勤務。花巻市起業化支援センター派遣 

・平成11年9月 産能大学通信教育部経営情報学部経営情報学科卒業 

・平成22年4月～平成27年3月 岩手大学地域連携推進センター 産学官連携コーディネーター 

・平成27年4月～ 国立研究開発法人 科学技術振興機構 マッチングプランナー 

現在に至る 

 

〇小山 康文（おやま やすふみ）氏 

・昭和51年4月 東北大学工学部精密工学科 卒業 

・昭和52年4月 岩手県庁 技師(機械職) 採用 

岩手県入庁後、(当時の名称で)工鉱業課・工業課、工業試験場・工業技術センター、企画調整課・科学技

術振興室、(財)岩手県高度技術振興協会、岩手県立大学、岩手大学などを経験し、ほぼ一貫して工業振興

と地域科学技術振興を担当 

・平成26年3月 定年退職 

・平成26年4月 (公財)いわて産業振興センター 事業化プロモーター 

現在に至る 


